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民間信仰に着目した高等学校日本史の授業開発と実践分析
－「‾古代・中世の転換期と天神御霊信仰」を事例として－
Development and  Analysis of High School History Lesson Based on Folk Beliefs:
The Case of “Tenjin Belief at Conversion Period in Ancient Times and the Middle Age”
１　 問題 の所在 と研究 の目 的
近 年 の社 会状況 の急 激な変 化 は， 都市化 や核 家
族化 などを 生 み出し た。 そ の結果， 地域 に伝 わる
伝統 や伝承 とい った ものが軽 んじ られ，地 域 の共
同体 の存在 価値を も希 薄な もの とした。本 来， 世
代 か ら世代 に受 け継 がれて きた歴史 に こで は，
伝統 や伝承 を含 む大 きな意 味で の歴 史) が断絶 の
危機 に立 たさ れよう としてい る。 そのこ とは，地
域 の祭りや神社 の存在意義 に無頓着・無関心 であっ
たり， さ らに は自ら の社 会 に対 して も無関心 にな
りつ つあ る現代 の世相を照 らし合 わせて みれば明
らかであろ う。
歴史 学習 の本来 的な姿 は，過去 を知 り， 現在を
把 握 して， 未来 への指針を 手 に入 れる学習 でな く
て はな らな い。 現 行 の歴史 教育 は教科 書 の配列 か
ら も明 らか なよ うに，系統 主義 的な いわ ゆる通史
学 習 が常 態化 して いる。 こ の授業 方法 は，教 師 に
と って も転 換点 となる歴史 事象 や事件 を教え 込 み
なが ら歴史を 積 み上 げて い くことがで き，確 実で
あり実 効 壯も高 い。 しか し， この学習方 法 も， 次
のよ うな点 が指 摘 されてい る。
厂通史を追う形での学習では，ともすれば通史的経
過を追うことに急になり，そこに現れる歴史事項や，
歴史の推移を，単に知識として詰め込むということ
になりかねないし，さらには，歴史のうわべを滑っ
て， 歴史の中の人間のもろ もろ の営みや生 き方 に細
かく触れて感動する，といった機会を失することも
あるであろう。｣1
としてい る。 そして それ らを 克服 する試 み として
次 のよ うなこ とが提 唱され てい る。
｢‾時に歴史の流れの中に立ちとどまって，ゆっくり
歴史への凝視を行ない，歴史の幅と深さを捉え，生
徒自らが，歴史の， もしくは文化 の荷担者である自
-
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覚を持つことができるような数時間を生徒自らが持
つという方法，つまり通史の外に，特殊学習領域を
設定して学習するという方法一主題による学習の方
法がことさらに提唱される所以もあるわけである｣2
つまり，主題による学習の有効性を述べているの
である。しかしながら，主題学習も設定される主
題が個々のテーマによって孤立し，統一性が見え
ない等の弱点 も指摘できる。そこで，本研究では，
民俗学の研究成果の中で特に民間信仰に着目し，
統一性のある学習形態を考察した。民間信仰に着
目することは，生活 に直接触れることができ，か
つその生活から育まれた言葉，道具，習俗，価値
観がもっ意義を，現代生活の中からみいだしてい
く可能性を持っている。生活に直接連なる信仰心
や伝承，地域の祭りといったものを学習対象とす
ることによって，一つの事象を地域の具体的諸条
件の中で総合的に考察することができる。そして，
個々の主題をカリキュラムの中に位置づけ，通史
学習と主題学習を有機的に結びつけ，生徒自身 の
五感を使った学習活動を組織することによって，
学ぶ意義をみいだすことのできる授業設計の可能
性を追求することを目的とした。
２　民間信仰に着目した日本史カリキュラムの提案
＜表１：教科書に散見する民間信仰関連項目＞
＼ 神 社祭 礼 小祠 儀礼 仏 教民 俗 俗信
原
始
古
代
祖霊信仰
八幡信仰
御霊信仰
抜歯・屈葬
祈年 の祭り
新嘗 の祭り
年中行事
神仏習合
本地垂迹説
アニ ミズム
土偶, 槹,鬼道
ケガレ,禊・祓
太占 の法
盟神探湯
物忌･方違
陰陽道
中
世
祇園信仰
伊勢神道
唯一 神道
石清水八幡宮
地蔵尊 祇園祭
宮座
盆踊り
風流
山岳信仰
修験道
一味同心
一味神水
近
世
賀 茂葵祭
復古神道
伊勢信仰
ええ じゃないか
庚申諧
義民
五節句
彼岸会
盂蘭盆会
日待・月待
垂加神道
巡礼
服忌令
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日本史学習における民間信仰関連の歴史事象を
分析する視点として，民間信仰を神社祭礼，小祠，
儀礼，仏教民俗，俗信の５つのカテゴリーに分類
い ，教科書に散見する民 間信仰関連の項目を洗
い出した。（分析結果は表 川こ示す。）
また, 1978 年度版の学習指導要領には「民俗学
の成果を活用 して（略）」 とあるように，生活文
化についての学習が高らかに謳われている。そし
て, 1989 年度版の学習指導要領では 匚主題学習」4
が重視され，民間信仰をテーマとした主題が設け
られている。このことは系統的・体系的な注入主
義にもとづいた教育内容を主体とした学習形態で
はカバーできない問題が顕在化してきていること
を示している。また，民間信仰を扱った先行授業
実践5を分析した結果，特設単元を設け，一つの
テーマやトピックにより構成される事例が多いこ
とが明らかとなり，時代の変遷の中で信仰を捉え
たり，当時の人々の心情や願いから社会のしくみ
を考察するまでには至っていないことがわかった。
つまり，主題学習の段階に留まったものが多 く，
一時的に生徒の興味関 已ヽを引くことは出来ても，
時代像や時代の特質を把握する学習 にまで発展で
きていないことが明らかとなった。
次に，主題学習を日本史教育に組み込む方法と
して，金子邦秀氏 は主題学習をいかに通史学習に
とりいれるかの中で，次の三つの型を提唱してい
る。
厂第一の型は，年間の授業を全て主題学習で構成す
るもの。（略）第二の型は，通史学習は一つの流れと
して単独で行い，適宜主題学習を行うという二元的
な方法。（略）そして，第三の型は，主題学習を通史
学習の中に有機的に組み込むもの。ブ
としている。ここで着目したいのが，第三の型で
ある。民間信仰に関連する歴史事象は現代生活の
中にも残存している。つまり，伝承性や信仰形態
といった民間信仰の持つ特殊性を，民俗学の研究
成果の中か ら抽出し，それを歴史教育の中に有機
的に組み込むことは可能である。 このことは，時
代の転換点となる歴史事象の暗記を強いられてき
た従来の政治史中心の学習方法とは一線を圉し，
これまで等閑視されてきた一般の民衆のさまざま
な信仰心を通して民衆の生活や活動にまで歴史研
究の対象を広げ，一面的でない重層的な歴史像の
把握を可能とすることができる。
以上の考察を踏まえ，民間信仰の研究成果を日
本史学習 に組み込む方法として，匚通史学習に位
置付けられた主題的学習」を提案したい。主題的
学習とする定義は，民間信仰に関連した主題的要
素を含む歴史事象を抽出し，テーマやトピックと
して特設単元や，投げ込 み教材として展開するの
ではなく，通史学習の枠組みの中でその視点を生
かした学習を展開することである。具体的には，
表２の単元テーマをもとにした日本史カリキュラ
ムを提案したい。
＜表２：民間信仰を活用した日本史カリキュラム＞
時代区分 単 元 テ ー マ
原
始
古
代
旧石器
通過 儀礼 二『 縄文 人の精神世界と現代人 』
俗　　 信：『俗信と科学 厂日本人 の思考 一古 代から
伝わる生活規範」』
神 仏習 合：『神棚と仏壇の同居』
御 霊信仰：『古代・中世の転換期 と天神 信仰 』
縄　文
弥　生
古　墳
飛　鳥
奈　良
平　安
中
世
鎌　倉
八幡信仰：『 心の耐火・耐 震「正 倉院 はな ぜ焼け
残 つたか」』
地 蔵信仰：『地域に息づく地蔵信 仰』
一 味同心
一 味神水：『土一揆「柳生の徳政碑文が語るもの」』
祇 園 祭 二『祇園祭と町衆 』
室　町
安土 ・
桃 山
近
世
江　戸
伊勢信仰：『伊勢参り， 大神宮へもち よっとより』
『ええじ やないか にみる幕 末維新』
義民信仰： 『人神と なった義民を 通して みる一 揆
と打ちこ わし』
庚申信仰：『地域 の庚申講 』
盆 踊 り：『盆踊り，地域 に根ざ す心のルーツ』
巡　　 礼：『巡礼 の旅－お 遍路 の道－ 』
３ 「古代・中世の転換期と天神御霊信仰」 の授
業設計
（１）単元設定の要旨と教材解釈
御霊信仰を考える場合，古代における怨霊･御言
信仰の変遷を理解する必要かおる。平安時代は怨
霊と信仰の時代であったといわれる。他氏排斥な
どが繰り返され，その結果，権力を握った貴族たち
は，自らの身を守るために信仰にすがった。貴族
生活の規範は，こうした信仰の影響が大きかっだＯ
藤原基経の死後，その嫡男時平 が政界で権力を
振るった。その時平 と並んで急速に官位が昇進し
たのが道真である。宇多天皇に抜擢された道真 は，
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参議時代に遣唐使の廃止を
，中納言時代の讃岐守
としての経験を生かして検税使派遣の反対を献策
した。
道真は
，律令制に束縛されない国司の支配方式
を国制として合法化しようという政策を選択した
。
寛平９年(897)に31歳の宇多天皇は
，皇太子敦
仁親王(後の醍醐天皇)に譲位
。昌泰３年(900)
三善清行が道真に右大臣を辞職するように勧告，
翌４年１月25日道真は突如
，大宰権帥に左遷され
た
。理由は，醍醐天皇の廃位，その弟斉世親王
(宇多天皇と橘広相の娘妻子の間の子。道真の娘
がその室)の擁立をたくらんだということである
。
配所での生活が１年たったころ
，道真は脚気，胃
病やできものに悩まされた上
，同行してきた息子
が亡くなった
。延喜３年(903),彼はその子をお
うように
，さびしく世を去った。 59歳。
一方，時平は，延喜２年(902),匚延喜荘園整
理令｣を出し
，地方富豪腦によってつくられてき
た院宮王臣家の荘園を停止しようとした
。また班
田を12年に一度とし，その励行を国司の責任であ
るとした
。このような時平の政治姿勢は，国司の
立場を考えようとした道真とは対立していたので
ある
。その時平の政策に反発する富豪腦(大名田
堵)あるいは受領腦が天神信仰の発展に大きく関
係しているのである。そのことに関して村山修一氏は次のように述べている。
厂この天神信仰の成立にかかわった者たちには
，時
平の政治に反発した富豪痼あるいは受領のほかに
，
時平のあと
，国司に諸国の政治をまかせるとした道
真の政治路線を踏襲した忠平系(藤原氏本流)がいた
。
忠平は
，摂関の地位を再び時平系にうばいかえされ
ないためにも
，道真の御霊を世間に忘れさせてはい
けなかった
。そうした事情で時平に対する世の非難
を利用して
，仲平・忠平等は道真怨霊の慰撫祭祀に
力を入れ
，その崇敬を通じて逆に加護を願った。こ
れが北野天神信仰推進の大きな原動力となったのはいうまでもない｣8
また
，佐々木正興氏も次のように述べている。
｢結局
，この道真をめぐる御霊信仰は，律令体制か
ら摂関政治体制への移行期にみられた道真→忠平の
政治路線と時平のそれとのせめぎあいの結果として
，
展開したものであったといえる
。その意味では，宮
廷の摂関政治家たちによる政策的な誘導によって
，
天神信仰が社会的に形成されたのである
。ただし，
その信仰は，地方富豪圜・受領腦を支持基盤とする
とともに
，民間信仰（民衆的宗教運動）を背景として
形成されていった点もみのがせない。」9
そして
，中世における信仰心との関連において。
厂怨霊の跳粱になやむ政争の勝利者は人間性や自巳
の行為に深刻な反省を心掛けるようになり
，報復と
志の完成を来世に期待する敗北者とともに
，他界=来
世への希望をつなぐにいたる
。このことが，中世に
民衆救済を旨とする新仏教・浄土教信仰が醸成され
る基盤を形成したといえるのである
。」10
と述べている
。つまり，政治闘争で破れた側の怨
霊の祟りから
，自分の身や地位を守るために怨霊
を慰める怨霊思想が貴族から起こり
，やがてその
考えは民間の御霊信仰と結びついていった
。そし
て時間の経過と共に御霊から疫神へと昇華していっ
たと理解される
。中世における信仰心の土台が古
代における霊魂観の変遷を通して理解できるので
ある。
このように９世紀後半から11世紀後半にかけて
は
，古代から中への転換期として捉えることが
できる
。この時代は，律令体制が大きく揺らぎ，土
地制度の面では農民の成長がみられ
，荘園・公領
体制に切りかわる
。政治の面では，摂関政治の確
立から武士の台頭へと変化していく。また，文化
の面では貴族政治の下で国風文化が開花し，遣唐
使廃止の影響もあり
，それまでとは違った文化が
育まれ
，国風文化の基礎が築かれた時期でもある。
現代に残る民間信仰や年中行事はこの時代に関連
するものが多く見られ
，特に天神信仰は生徒の身
近な題材として捉えることができる。迷信などを
できるだけ排除した教科書にも「祟り」の文字が見
えるほどインパクトを与えている菅原道真に焦点
をあてだ授業を構想する意味は大きいと考えるＯ千年の時を経て現在まで残る天神信仰をひとっ
の事例として
，現代の祭りや文化財を通じて怨霊・
御霊信仰の実態に気づかせ
，かっそれらが古代の
社会や生活
・政治史の展開の中でどのような要因
をもって成立したのかを理解させたい。また，日
本では信仰の意識や態度には
，それほど大きな違
いはなく無自覚であるが
，多民族国家であれば，
信仰や生活習慣は日常生活を通しておのずと意識しなければならない。そのことからも，客観的な
視点を加え
，他者と自分の信仰のありかたについ
て考察できるものとしたい。
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（２）単元構成
従 来 の教科 書記 述 の配列 にお いて 菅原 道真
(845-903) は，「藤原氏 の発展」「他氏排斥」 匚寛
平・延喜期の律令支配方法にもとづく国政振興な
いし律令制振興」の項で取り扱われる人物である。
しかし， この学習配列で は，道真の事跡と信仰は
別個のものとして扱 われ，当時の民衆がよせた道
真に対する心性や民衆の視点は等閑視されている。
また，時系列を追って学習するのは合理的で はあ
るが，時代の転換点 の歴史事象を暗記することに
主眼がおかれ， テーマ性を持たせることは困難で
ある。そこで，民間信仰に着目して学習配列の再
編成をおこなった。具体的には，「摂関期の信仰」
を通史学習における主題的学習の中心に位置付け，
古代の霊魂観の変遷を通して信仰の側面から時代
の特色を浮かび上がらせる授業設計とした。単元
の指導計画は表３に，具体的な授業展開は（３）に
示す。
＜表３ 二単元の指導計画の概要＞
時 段階 問い ． 知識 資料
１
問題
把握
・天神信仰の核をなす歴史事実とは
何か。また，道真左遷の背景はど
のようなものであったのだろう。
・平安時代の信仰はいかなるもので
あったのか。
・身近にある天神信仰について知り，時代変
遷 の中に民間信仰を位置づけ，道真伝説 の
事実と虚構を把握する。
・古代における霊魂観の変遷を，史料 の読 み
解きを通して把握する。
①ワークシート１
②とおりゃんせ歌詞
③⑥⑦北野天神絵巻
④文献資料
⑤道真ゆかりの地
⑧百万塔陀羅尼
２ 探究
・なぜ道真を天神様とする天神信仰
が起こったのだろう。
・現代の日常生活での民間信仰には
どのようなものがあるだろう。
・前時の霊魂観の変遷を通して御霊信仰を考
え，さまざまな形をとりながら現代に至 る
まで祖霊への信仰と並んで日本人 の信仰体
系の基本をなしてきたことを推察する。
・祇園祭などにみられる信仰心について考え，
時代の変遷とその信仰心を探求する。
③⑥⑦⑨
北野天神絵巻
⑤道真ゆかりの地
⑩祇園祭
３
検証
まとめ
・民間信仰はなぜ存在するのだろう。
・民間信仰は人々の心に何をもたら
すのか。
・なぜ千年以上 も前の伝説が今も伝
えられているのか。
・身近にある天神信仰を事例として，民間信
仰がなぜ存在するのかを考える。
・普段何気ない生活の中にも民 間信仰は存在
し，無意識にせよ何らかの影響を受けてい
ることを生徒自身 の経験から検証する。 ま
た，世界各地 の民間信仰について考える。
・基層文化を通して民衆の様々な活動 にまで
歴史研究 の対象を広げ，重層的な歴史を理
解する。
④文献資料
⑥ワークシート２
⑩世界の民間信仰
（３）授業展開（全３時間） (○主要発問，０補助発問，★生徒の調査発表)
発問・指示・資料 教授＝学習活動 生徒 に吟味・習得 させたい知識
＜１時 間目＞
○童謡 匚とおり ゃんせ」
の歌詞 にはどんな意 味がある のだろう。
「 とおり ゃんせ」 の歌（録音）を聴く
資料 ①：ワ ーク シート１
資料 ②：「 とおりゃんせ」歌詞の諸説について
○天神 さんに行ったことのある人 はい ます か。
○ この絵 を見て， 何を感じますか。
資料 ③：北野天神絵巻
○ この絵巻の中で， 不思議 に思ったり，興味を持 つ
たことをあげなさい。
資料③：北野天神絵巻
Ｔ　ﾜｰｸｼｰﾄ １
Ｓ　考える
Ｔ　説明
Ｓ　ﾜｰｸｼｰ 囗
Ｔ　指名
Ｓ‘ 答える
Ｔ　説明
Ｓ　概要の把握
Ｔ　指名
Ｓ　答える
・資料から諸説 があ ることに気づ かせる。有力な説として，川越市
の例を挙げ，七五三 の信仰と結びついてい ることに気づかせる。
・ 厂い きはよ いよいかえ りはこわい」
こ の意味 につ いて， 自分の考えをまと めさせ る。
．“くわばら” の語 源につ いても触れる。
・ この近くに天神 さんと呼 ばれる神社 はあ るのか。 天神 さんと は
どん な神 様で あって， どんな時 に行 った事か おるのか。
・鬼 の存在。 なぜ貴族 と見え る人たちは恐れ逃げ惑っている のか。
・民衆で はなく貴族を襲っていることな ど。
（絵巻資料を 通して， 様々な角度か ら考察 する）
・ この絵巻 に描 かれてい る「 鬼」 は当 時の人々 は実 在するも のと
考え， 畏怖 した。 政争 にやぶれた道真 は大宰府 に左遷 され，失
意 のうち にこの世を去り， その怨念が「 鬼」 と化 して様々な 出
来事を 引き起こした。そ のこ とを絵巻 は伝え ている。
・ 絵巻を もとに複数 の視点 をもって，当 時の人々 がどのよう に考
え ていたかを推察する。
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○ この絵巻は「北野天神絵巻」であるが，鬼 となっ
て いるの は菅 原道真であ る。 なぜ道真 は鬼とし
て描 かれて いるのか。
資料 ① ニワ ーク シート １
資料 ⑤：明石，須磨にみられる道真ゆかりの地
資料 ⑥：北野天神絵巻
○ ワー クシート の空 欄，道真 の身分， 地位， 左遷
された場所を教科書で調べて記入 しよ う。
資 料①：ワ ーク シート １
０ ではこ の北野 天神絵巻で言 い伝え られる伝説の
核をな す歴史的 事実 はなん だろう。（ いつ， ど
こで， 誰が， どうし たか）
（ 授業ノ ートで， 道真 の左遷を 基点 として， 藤
原北家 の台 頭を通史で学習する｡）
０ ２つ の「詩」 を参考に，道 真の心意を考え てみ
よう。
資料 ①： ワ ーク シートＩ
資料 ⑤：明石，須磨にみられる道真ゆかりの地
資料 ⑥： 北野天神絵巻
○平安 時代の信仰はいかなる ものであ ったのか。
（資料 の読 み解 きを 通して，平安 時代 の霊魂観 の
変遷 について 考え る｡）
資料 ①： ワ ーク シート１
資料 ⑤：明石，須磨にみられる道真ゆかり の地
資料 ④：「 霊魂 観の変 遷」文献資料
○なぜ百万塔陀羅 尼はつ くられたのか。
（奈良時代から続く藤原氏の政争を再度確認する｡）
資料 ⑧：百万等 陀羅尼
資料 ④：　匚霊魂 観の変 遷」文献資料
○平安時代 の信 仰とは。
Ｔ　発問
Ｓ　答え る
Ｔ　伝説 の簡単
な説明
Ｔ　発問
Ｓ　ワークシ トー１
Ｔ　説明
Ｓ　授業 ノート
でまとめる
Ｔ　発問
Ｓ　答える
Ｔ　資料プリント
御霊信 仰の
整理
Ｔ　発問
Ｓ　答え る
・宇多 天皇 の寵愛 を受 け た菅 原道真 は，学 者であり ながら異 例の
出世 を遂げ, 899 年（ 昌泰２年 ）２月14 日，つ いに右大臣 にのぼ
り詰 めた。こ の時， 道真 は55歳。 絵巻 は， 右大 臣に任命さ れ，
急遽 参内す る大 納言道真を描 いている。 黒の袍， 白袴， 浅沓を
はき， 後ろ に長 々と裾を引 いて歩 く道 真。 青色 の抱を着 た五位
の随身た ちが道 真の前後を 制し， 束帯 に威儀を正 した２人 の公
卿 が先駆 けをつ とめている。
・ 藤原北家 の台 頭。 天皇 の外祖父 として はじめて摂 政の任 につい
た良 房のあ とを 継いだ基経 は関白 とな った。 さ らに， 阿衡 の紛
議 により政治的 地位を確立 した。 基経 の死 後，宇多 天皇 は，学
者 の道真を重 く用いた。 しかし， 醍醐 天皇の代 に策謀を用 いた
藤原 時平 らによって道真は大宰府に左遷さ れ，そ こで死去 した。
（ 道真 の死 後， 疫病が 蔓延し 雷雨が し きり に起 こった。 時平 や
皇 太子， 醍醐天皇 の死，さ らに承平・ 天慶 の乱（938～41）がお
こるなど，貴 族をはじ め民 衆も道真 の怨 霊とむ すびつ け られず
にはいられなかった）
・ 道真 の左 遷(901 年） を基点 として， 奈良 時代 から続 く藤原氏
の他氏排斥 につ いて理解する。
特 に， 平安時代 におけ る北家 の台頭 は， 授業 ノ ートを 通して，
時系列を追 って 把握する。
・大宰 府で の侘しい暮らしや， 飛梅伝説
・２つ の詩 から， 道真の無念さや悔しい気持 ちを推 察する。
・道 真の無念さ と， 身近 な地 域に由来 する伝承があ ることに気づ
く。
・奈良 時代 の末か ら平安 時代 の初期にか けて， あいつ ぐ政変 の中
で非 運にして生 命を失 う皇族･豪族 が続出 した。 人 々は（天変地
異）や疫病流行 などを その怨霊によ るものと考え， 彼らを御霊神
として祀りだし た。 御霊会 と呼ばれる神 仏習 合的な神 事の発生
であ る。
・政争 に破れ，悲 運の死を遂 げたものが，怨 霊とな って災 いを も
た らすことは，権力 を握っ た貴族たち にとって も， 畏 怖する存
在であり， 自らの身を 守るために， 信仰 にすが った。
・仏教 思想の側面か ら考える と， 浄土の信仰 や本地垂迹説， 末法
思想など来世で救 われたい願望 が高かった。
・現存 する印刷物で， 最古 の部 類に入る陀羅 尼は， 恵美 押勝の怨
霊を鎮 めるためにつ くられたo
・民間 信仰のみな らず， 仏教， 浄土 教を含 めた平 安時代 の信仰を
理解する。
天変 地異や疫病， 社会不安 の増 大は， 政争 に破れ非業 の死 をとげ た者 の怨 念による ものとされ， その怨 念を鎮 めるた
めに御霊会がお こなわれた。 また， 怨霊 になやむ政争 の勝利 者は人間性 や自己の行為 に深刻 な反省を心 がけるよう にな
り， 報復と志 の完 成を来世 に期待 する敗北者 と共 に， 来世 に希望 をつない だ。 このこ とが， 中世 に民衆救 済を旨 とする
浄土教が熟 成され， 新仏教を形成す る一因 となった。
＜２時間目 ＞
○この絵 は，何を意味 して いる
と思い ますか。
(誰が，何を して いるのか｡)
資料⑦：北野天神絵 巻
○この写真 は，何 の祭りを写 したものですか。
(いつ，どこで，な ぜお こなわれるのか｡)
資料⑩ 二祇園祭
Ｔ　発問
Ｓ　答え る
Ｔ　資料プリント
で 祇 園 祭 に
ついて説明
Ｔ　発問
Ｓ　答え る
・道真 の怨 念は， 災いを もた らしたが， やがて 御霊として祀 られ
るに至 った。 そして， 天満大 自在 天神宮 の成立 とと もに， 神に
昇 華した。
・人 々は， 神となった道真の霊 魂（怨霊）を鎮め慰めることによっ
て， その霊力によ って，災 禍を 避けようとした。
・人々 は道 真を， あ ら人 神， 正直 の神， 学問 の神 等として崇 める
ようになり，御霊か ら疫神・守護神 へと昇 華した。
・八坂神社 の祇園祭 もそ の本質 は，御 霊信仰 にあり， 本来 の名 称
は， 祇園御霊 会である。社伝で は869年（貞観11）に天下 に悪 疫
が流行し たので人 々 は祭神 の牛頭 天王（ ごずてん のう）のたた
り と みて これを 恐れ， 同年 ６月 ７日， 全国 の国 数に応じ た66本
の鉾を立て て神祭を修 め， 同月14 日には神輿を神 泉苑 に入 れて
御 霊会を営んだ のが起りであ るとい われる。
個人や社 会に災 禍を もたらす死者 の霊魂 （怨霊） の働きを鎮 めることによって， その威力を かり て， 災禍を さけよう
とする。 こ の信仰心か ら，御霊 信仰がうまれた。
○ 天神さんのイメ ージは何で すか。
資料③⑥⑦⑨：北野天神絵巻
資料 ⑤：明石，須磨にみられる道真ゆかりの地
Ｔ　発問
Ｓ　答え る
・学 問の神 様，夏 祭り，夜店， 天神講 （地域によ って 違い はあ る
が，毎月25 日を天神講としてい るところ もある）
・霊魂観 の変 遷を 理解したうえで，天神社を イメー ジしてみる。
- 51 －
○鬼 であっ た道 真が， な ぜ神 として崇 められるよ
う になり， 学問の神となっ たのか。
(これまで学習 した御霊信仰を 踏まえて， 考え
る。 ワ ーク シート① のﾌ ～10 まで の問に答え さ
せ る)
資料 ①： ワークシ ート１
資料 ③⑥⑦⑨：北野天神絵巻
資料 ⑤：明石， 須磨にみられる道真ゆかりの地
Ｔ　発問
Ｓ　答える
Ｔ　説明
Ｓ　ﾜｰｸｼｰ 冂
・菅 公の怒りが雷 の形で現 れると信じ た人 々の信仰 は， 藤原氏を
はじめとす る都の貴族 たちには恐怖 と畏 怖の念で とらえ られ た
が，一 般農民 には水田耕作 に必要な雨 と水をもた らす雷 神（天
神） として，稲 の実りを授 ける神， めぐみの神な って， 広く仝
国 に崇 敬さ れてい った。 やが て， 道真 公の学問 に対 する偉大な
事績 やその人柄か ら， 天神信 仰は文道 の大 祖， 文学・ 詩歌・書
道・ 芸能の神， あるい は慈悲 の神として崇 められ るよ うにな っ
た。 その天神信 仰を中心 に各地 に天神講 などが普及して， 全国
に， 天神社，天 満宮 が建立さ れ， 今 の世 に， 学問 の神 ・誠心 の
神 として崇拝 されている。
・中世 から近世 にかけて，北野 でしばし ば連 歌が催さ れ， 室町初
期より 芸能興行 の場となり， 田楽・猿楽が 催され た。 出雲阿国
の歌舞 伎興行や， 秀吉 の大茶 会が北野で 催された。近 世に入 る
と寺 子屋などで天 神像や神号を 書い た軸が 懸けら れ，学 問成就
が祈願さ れ学問 の神 として の天神への信仰が定着する に至 った。
御霊 信仰 は，奈良 時代 の末 から平安時代 の初期にか けて ひろまり，以 後， さまざ まな形を とり ながら現代 にい たるま
で 祖霊 への信仰と並んで日本人 の信仰 体系 の基本をなして きた。
○自 分の住んでい る周り に天神 さんや，菅原道 真
に由来 するものは何かあるだろうか。
★自分 の身近 にはどんな信仰があるだろう。 また，
どんな，伝承 やし きたりがあるだろう。で きれば
由来 についても調べてくる（年配者への聞き取り）。
＜ ３時間目＞
★前時に宿題とした，伝承・しきたりについて発表
○民 間信仰とは何か。
○世 界にはどんな民間信仰かお るのだろ う
資料 ⑩：世界の民間信仰，習慣，習 俗
○民 間信仰は，人 々の心 に何を もたらすのか。
資 料④：　匚霊魂観の変遷」文献資料
○初詣 はどこに行きまし たか。（行 きますか）
○外国 でも初詣はあるのだろう か
資料⑩：世界の民間信仰，習慣，習 俗
○墓参りはいっ 行 きますか。（行 きましたが）
○人生 の通過儀礼 にはどんな ものか おりますか。
資料⑥：ワ ークシート２　霊魂観 の変 遷
○俗信（占いや迷信）等 は信じ ますか。
○世 界にはどんな占いか おるのだろ う
○現代の日常生 活で の信 仰にはど のよ うな ものが
あるのだろう。
（先の発表で の他班 の意 見も参考 にしながら，
自分自身 の日常生活 という視点で 考える）
Ｔ　事 例説明
Ｓ　ワ クーシ トー１
Ｔ　宿題
Ｓ　考える
Ｔ　指名
Ｓ　答える
Ｔ　説 明
Ｔ　指名
Ｓ　答える
Ｔ　指名
Ｓ　答え る
Ｔ　指名
Ｓ　ワークシ トー２
Ｓ　答え る
Ｔ　指名
Ｓ　答え る
Ｓ　考え る
Ｓ　ﾜｰｸｼｰﾄ2
T　 指名
Ｓ　答え る
・須磨 の天神 さん
・休天神・菅公 橋
など。 その由来 につ いても触れる。
・ 自分 の住んで いる周り にはどのような神社 かおり， どのような
由来を もって いるのか， どんな時行くのか等を，各自で調べ る。
・図書館， インターネットの利用
・ グループで の討 議， 発表
・社 会の変化・変 貌など によって変容・変質 しなが らも， 生産活
動 や人間関係を はじめ とする人 々の日常生 活・社 会生 活の中 に
ある「 願い」 を基盤として信仰さ れて きたもの。
・ 資（史）料などからこ の時代における民間信仰とは民衆の生活 の
中でどのような意義を持つ ものであったのかを生徒に考えさせる。
・ 現代で は，明 治神宮・川 崎大師・成田 山など元日 の初 詣 に多 く
の人 が参詣 するが， 明治 天皇や弘法大 師などが祀 られている こ
とは気 に留 められるこ とは少 ない。 つ まり， 信仰対 象はあまり
意 識されて いない。
・二月 の節分・ 夏の盆休 み・ 大安 や仏滅， 精霊流 しや大文字 の送
り火 の意味すること。
・ 誕生， 成人， 結婚， 死の儀礼 につ いて。
（日本人の死生観についてｱﾘﾝﾄ で整理 する）
・ 普段無 意識の中で経験してい る信 仰につ いて 考え させる。
・ タロット占い， 水晶占いな ど
・ 身近 にある信仰について，今一度考え る。
→ 匚信仰」 という言葉 に制約さ れず， 日常 という視点 で考える。
→ 自分 の行動 が， 無意識 にせよ，伝承 やし きたり等 で制約さ れて
いることに気づく。
・グル ープで討議・発表
民間信仰 は， 永い伝統 的な系譜を もちなが ら， 特定の教祖を持 たず，教団的 にも不完全 にしか組織さ れない。 信仰受
容者 の欲求 は下か ら上 に向かって希求 され， 生活的 功利 生 呪 術性， 同時併 存性 などの特色を 持つ。 また， 既成宗教 と
の混融 複合的な関係を 保ちなが ら，一 定の地域社 会に培 われて きた人々 の日常生 活に密着し た形で展開し た歴史的宗教
現象であり，文化 の面で は， 基層文化 に位置付 けられる。
○天神さん にはど んな ときに行きますか
○当時の民衆 は道真 に何を感 じたのだろう。
○最後 に， なぜ千年以上 も前 の伝説 が今に伝え ら
れ，天神 信仰として 日本各地 に広 がりを みせ た
のだろう。
Ｔ　指名
Ｓ　答え る
Ｔ　問題提起
Ｓ　考え る
Ｔ　まと め
・自分の信仰心 はど のようなもので あるかをもう一度確か める。
・千年 の時を経て，なお続く民 間信仰 は，主 に民衆 の信仰心によっ
て支え られてきた。 それ は， 民 衆の願いや思 いが込 められて き
た結果で あり，現在 の生 活の中 にもその信仰 は， 無意識 にせよ
取り入 れられてい る。 それ らを 今一 度考え ることにより，平 安
時代 の民衆 の信仰心 という側面 と， 現代 の信 仰という側面 から
考察し たい（現在 の生 徒 にと って， 信仰 とはどんな意味 かおる
のか。 につな げる問 とする）。
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４　実験授業を通した授業案の検証
本授業案の検証 のために，兵庫県県立明石北高
等学校の２年生２クラスと３年生１クラス，計83
名を対象に平成18 年11 月17 日（金）に実験授業と
事後アンケートを実施した。11
0 ）実験授業で使用したワークシートの分析
資料解釈と学習効率を促すものとして，下に示
すワークシートを活用して授業を展開した。
（紙面の都合上，資料①－１　導入部のみ抜粋）
ワ ークシ ① 童謡「とおりゃんせ」から平安時代を考えよう　資料①－1
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－ こ の歌を聴 いた ことかお ります か？
（　　　　　　　　　　　 ）
－ てん じんさ ま　 漢字 にしよ うO
（　　　　　　　　　　　 ）
家の近くに「てんじんさま」はありますか？
（　　　　　　　　　　　 ）
神社 に行 くのはど んな時だ ろう ？
（　　　　　　　　　　　 ）
L.北野天神は菅原迫真を祀る神社である。教袢どp60,61から迫輿を調べよ
道真の身分
逆真が上り詰めた地位
道頁が左辺された先
2. 資料 １（「北 野天神 絵巻」） を見 て，考え よ う
Ｏ
黒い服を着た人はどんな身分の人だろうか。
人々はなにを恐れているのだろうかo
3｡ 次の歌を参考に，道真の気持ちを考えてみよう。
「東風ふかぱ 匂ひおこせよ梅の花 あるじなしとて 春な忘れそ亅（平安京）
「駅長驚くなかれ 時の変改することを 一栄一落 これ春秋亅（明石の駅）
一 道真の（　　　　　 ）気持ちがよく分かる。
4｡ 絵巻に描かれた鬼はだれだろうか。
北野天神絵巻に描かれている鬼は，（ )の怨念が鬼と化したもの。
授業の導入で 匚とおりゃんせ」の歌を聴いた。
大半の生徒は，内容は知らないが怖い歌といった
イメージを持っていた。しかし，歌詞についての
正確な知識は乏しかった。また，ワークシートの
作業においても，「てんじんさま」を正確に漢字
で書けない生徒や，寺と神社の区別がっかない生
徒も見受けられた。既習の細かな年代は暗記して
いても，身近な民俗事象を理解できていない実態
が浮き彫りになった。その意味において，生徒の
身近にある童謡を導入に持ってきた意義は感じら
れた。次に，教科書で道真の事跡を確認し，その
知識を持って絵巻と詩から道真の伝説を読み取る
作業を展開した。その結果，生徒は身近にある天
神社の由来を再発見し，普段何気なく横切ってい
る風景や耳にしたことのある伝承と教科書の事象
とが経験を通して関連付けられ，道真の心情をイ
-
メージして時代背景を考察する思考過程がみられ
た。しかし，授業ノート，ワークシートという２
系統での授業展開は，生徒にとっても教師にとっ
ても煩雑なものであった。授業ノートの内容と作
業の進め方にさらなる工夫が必要であることが明
らかとなった。
（２）事後アンケート結果からの分析
（ １ ）
日本史 授業（天神信仰）アンケ‾卜 結果 （総回答数83）
（俗に言う「天神さん」）は知っていましたか。
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た30人（36.1％）イ　知らなかった53人（63.9％）
た」と答えた人に，お聞きします。
（信仰）を初めて聞いた（知った）のはいつ頃ですか。
i以前３人（10.0％）　 イ 小学校15人（50.0％）
人 （30.0％ ）　　 エ 高 校 １人 （3.3％ ）
人 （6.7％ ）
通 じて 闘 き（ 知 り）ま し た が。
戚18 人 （60.0 ％ ）　 イ 友 人O 人 （0.0 ％ ）
授業 ）８人(36.7%) エ 漫画, TV, インターネットO人（0.0%）
オ その他４人（13.3％）
（Ｃ）「天神さん」 は，現代では「学問の神様」として信仰をあつめてい
ることを，知っていましたか。
ア 知っていた15人（50.0％） イ 知らなかった15人(50.0%)
（d ）「天神さん」の多くには，「菅原迫真」が祀られていることを知っ
ていましたか。
ア 知っていた10人（33.3％）イ 知らなかった20人（66.7％）
（3 ）授業の理解度について，お聞きします。
ア 理解できた26人（31.3％）イ 大体理解できた39人（47.0％）
ウ 少し理解できた18人（21.73％） 工 全く理解できなかったO人(0.03%)
（4 ）民間信仰（天神信仰など）の関心度について，お間きします。
ア もともと関心があった5人（6.0％）イ 関心をもった20人(24.1%)
ウ 少し関心をもった41人(49.4%) エ あまり閔心がない15人（18.1％）
オ 全 く関心がない２人（2.4％）
（5 ）民間信仰（天神信仰など）の伝承（言い伝えなど）などにみられる，先
人の教えは，大が生きていく上で必要だと思いますか。
ア 必要11人(13.3%)　 イ 少し必要54人(65.1%)
ウ あまり必要ない16人（19.3％）エ 全く必要ない2人（2.4％）
（6 ）古代における怨霊や御霊について学習しましたが，あなた自身はその存
在を信じますか。
（ ７ ）
る50人(60.2%) イ 信じない33人（39.8％）
や迷信など）を信じますか。
る547  (56.6%)　 イ 信 じない36 人 （43.4％）
一番印象に残ったことを，何でもいいのであげてください。（順不同）（ ８） 今日の授業で :
・天神 さん， 怨霊 の存在　 ・「とおり ゃんせ」 の歌
・鬼 と貴族, 学問 の神, 牛 ，怨霊を 守護 神とす る考え 方，北 野天神 絵巻
・京都に学問の神があること，辺真の左遷, 昔の人が雷とかを祟りだと思っていたこと
・ 昔生 きてい た人 が神 として まっ ら れるこ とが本 当にあ るん だ と驚き ました
・ 先生 の牛の話， 怨霊 や御霊 が本当 にあ るこ とにとて も驚 き ました
・昔 の人 は怨 霊 や御霊 を 信 じて いた こと， い つそ の 意識 か失 わ れた のか
・先 生 の語 りに熟 が 入 って い た　　 ・道 莫 がか わい そ うだ と思 った
・天神さんにこんな歴史があるなんて全く知らなかったけど時々神 社にお参りに行く
のでそのことでも勉強になりました　 ・ 写真な どを用い て授業 するか ら楽しい
・時 ど きノ ート が書 き にく い ところ があ る
・天神さんは知っているけど誰が祀られているかは初めて知った
・迫真が協力していた人に裏切られて左辺されたこと，政争ではよくあるこ
とだろうけど知らなかったので驚きました
・近所に「天神祭」が夏にあるけど，何か関係があるのか気になった
・天神を怨霊と守迴神という全く対極の考え方かおるのだとはじめてわかった
・怖い歌，中学のときは逆真はさらっとしかやらなかったけど迫真が天神様
だったということにはびっくりした　　・ためになる授業だった
・天神様や藤原氏と他氏の関係
対象とした生徒は，小・中・高と少なくとも３
度にわたって日本史を学習している。しかし，今
回のアンケート結果から見る限り，菅原道真にゆ
かりのある地域に暮らしているにもかかわらず，
天神信仰について63.9% の生徒が知らないという
意外とも言える実態が浮かび上がった。さらに天
神信仰を「‾知っていた」と答えた生徒36.1% につ
いても，その信仰の内容については大半の生徒が
正確な知識ではなかった。神社の存在は認識して
いても，その信仰にまで関心を寄せる生徒は少な
いことが理解できる。しかし，事後アンケートで
53 －
「民間信仰の関心度」についての回答をみてみる
と
，匚少し関心を持った」まで含めると，約８割
の生徒が何かしらの関心を抱いたことがわかる
。
そして
，授業の理解度については，匚大体理解で
きた」まで含めると８割の生徒が理解している。
さらに
，匚先人の教えは，人が生きていく上で必
要だと思いますか
。」については，匚少し必要」ま
で合わせると８割弱の生徒がその必要性を感じて
いる
。また，怨霊・俗信の存在についても匚信じ
る
」が半数以上を占めており，生徒の日常生活に
おいて
，霊魂の存在や占いなどの事柄は高い影響
力を持つものであることが理解できる
。また，天
神信仰をどのようにして知り得たのかを尋ねてみ
たが
，半数以上が匚家族・親戚」と答えている。
つまり
，このような信仰関係の知識は，学校で学
習するより身近な人から伝え聞く傾向が強く
，地
域や家庭の役割の大きさが窺える
。　しかし，匚近
所に天神祭りが夏にあるけど
，何か関係があるの
か気になった
」や厂天神さんにこんな歴史かおる
ことなんて全く知らなかったけど時々神社にお参
りに行くのでそのことでも勉強になりました
」と
いった回答から推察すると
，現代においては地域
や家庭から伝え聞く側面が必ずしもうまく機能し
ていない一面が窺える。このことからも，今後，
歴史教育の中で積極的に取り扱っていかなければ
ならない課題であるといえる
。
次に
，通史学習との融合は「‾天神様と藤原氏と
他氏との関係」や厂昔の人は怨霊や御霊を信じて
いたこと
，いつその意識が失われたのか」といっ
た回答から
，通史という一つの時間軸を持ちなが
ら
，過去と現代との相関関係を視野に入れた時代
背景を考察する思考過程がみられる
。また，匚昔
生きていた人が神としてまつられることが本当に
あるんだと驚きました」の回答にみられるよう，
生徒にとって抽象的な存在であった神社が
，歴史
理解の深まりとともに具体的な存在として認識す
ることができるようになった
。そのことは，生徒
の思考の中に
，民間信仰と歴史教育との関連性が
みられ
，生徒にとって身近で直接かかわる問題と
しての歴史学習が実践されたといえる
。
５　研究の成果と今後の課題
科学の発達した現代社会において生徒はドライ
に生きているようにみられるが
，一方で自然の摂
理や伝統的な信仰への興味関心は高く
，民間信仰
に着目した日本史教育の有効哇を明らかにするこ
とができた
。また，匚通史学習に位置付けられた
主題的学習」の枠組みは，通史学習の中に限定的
ではあるが
，倒叙的な視点を用いることによって，
歴史を過去と現在という二元的な視点に立って複
眼的に考察することを可能にした
。
しかし
一方で，現代の信仰心と過去の信仰心に
は相違点も多く
，必ずしも現代と過去を繋げるも
のとはならなく
，通史の中での主題設定の困難さ
も感じられた
。また，時代解釈の構造化や多元的
な認識の枠組みについての視点と方法を提示することができなかった。今後の課題としたい。
１熊谷幸次郎編『日本史主題学習の研究』法律文化社，
1977年p.3
2同上pp.3～4
3圭室文雄
，平野榮次，宮家準，宮田登著『民間信仰
調査整理ハンドブック上理論繼』雄山閣出版, 1987
年の中で
，調査方法として示された12項目を基本概
念として類型化をおこなった。
４文部科学省『高等学校学習指導要領解説地理歴史編』
実教出版, 1999年pp.116～117
5日本民俗学会編『民俗学と学校教育』名著出版
，
1989年と
，桜井徳太郎監修『社会科のための民俗学』
東京法令出版, 1981年に掲載されている
，民間信仰
の内容が組み込まれた先行授業実践を対象とした
。
６金子邦秀「通史学習と主題学習
」（熊谷幸次郎編
『日本史主題学習の研究』法律文化社), 1977年pp.
11～12
7佐々木正興「たたりと怨霊」（『社会科のための民俗
学』東京法令出版　p.312), 1981年８村山修一『天神御霊信仰』塙書房, 1996年pp.113～
114
9佐々木正興厂たたりと怨霊」（『社会科のための民俗
学』東京法令出版p.312), 1981年
10
同上p.312
11教授計画書の特色の一つとして，作成者以外でもそ
れに従えば一定の授業展開ができることがあげられ
る
。本実験授業もその主旨にのっとり，先に示した
授業展開をもとに兵庫県立明石北高等学校の三原慎
吾教諭により実施された
。（全３時間中の１時間目
を実施
。なお通史部分に関しては既習していた部分
もあったので，授業モデルの一部を修正した。）
一 54－
